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１.   学習内容論・教材論検討の方向性と提案 












これらは、おおよそ図表 １における２と Cとが、3と A・Bとが対応する。この詳細については、後述する。 


















図表 ２ 課題解決の糸口としての提案 
Ａ．文字言語のパラランゲージへの着目・音声言語との対比（対相手の意義） 
Ｂ．文字を書くことによる精神的作用や教育的効果    （対相手・個人内の意義） 
Ｃ．文字を書くことの運動としての認識および身体性   （個人内の意義） 
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る。ラウンドテーブルにおいても、以下のような問題点が提示されていた。 
































































































図表 ５ 手で書くことで伝わるもの 
発信者 ―――→ 受信者 
 言語的内容    言語的内容’ 
 その他の内容   その他の内容’ 







     ↓↑ 
友達同士やり取りする際の書き方 
かしこまった話し方 
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図表 ７ 期待される効果 
・情報機器の普及に伴う「手で書くこと」の意義の明確化とその学習内容 
  ⇒表現する力・身体を用いてあらわすこと  ↓ 
・コミュニケーションにおける効果： 
  ⇒伝えたい内容・伝えたい気持ち・人柄・個性・美・表現・身体性… 
  ⇒社会的規範・型・社会的指向性（青山ら12） 
  ⇒その他、人と人との理解に寄与するものなど 
・「言語の伝達←→ 芸術」の二極から多極化の視点 
  ⇒書写と書道の構造の明確化（2005・押木13） 





  ⇒増幅装置としての「毛筆」（2005・押木13） 
・個人内の効果の明確化（覚える・感じるなど） 
